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所
在
地
　
　
　
福
岡
市
博
多
区
板
付
六
丁
目

調
査
期
間
　
　
第

一
七
次
調
査
　
一
九
九
八
年

（平
１０
）
九
月
―

一
九
九

九
年
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
福
岡
市
荻
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
大
庭
康
時

５
　
遺
跡
の
種
類
　
大
溝

・
水
田
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
入
世
紀
―

一
三
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

高
畑
遺
跡
は
、
福
岡
平
野
を
北
流
す
る
御
笠
川
西
岸
の
洪
積
台
地
、
な
ら
び

に
そ
の
裾
部
分
に
位
置
し
て
い

る
。
既
往
の
発
掘
調
査
で
も
、

木
簡

。
墨
書
土
器
な
ど
が
出
土

し
て
い
る

（高
畑
廃
寺
。
本
誌
第

五
号
）。
第

一
七
次
調
査
は
、

道
路
新
設
に
伴
う
も
の
で
、
二

〇
六
四
♂
を
調
査
し
た
。
そ
の

結
果
、
古
代
の
大
溝
、
中
世
の

水
田
遺
構
を
検
出
し
た
。
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古
代
の
大
溝
は
、
調
査
区
西
側
の
中
位
段
丘
に
沿
っ
て
流
れ
て
い
た
も
の
で
、

幅
人

・
五
―

一
一
・
五
ｍ
を
測
る
。
周
辺
の
既
往
の
調
査
成
果
か
ら
み
て
、
人

為
的
に
掘
削
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
掘
削
時
期
は
人
世
紀
前
半
で
、　
一
〇
世

紀
頃
に
埋
没
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

い
は
、
大
溝
埋
土
の
中
位
、
九
世
紀
代
の
堆
積
層
か
ら
出
土
し
た
。
九
世
紀

代
の
流
路
に
属
す
る
。
大
溝
か
ら
出
土
し
た
遺
物
に
は
、　
一
〇
世
紀
代
の
上
層

か
ら

「子
」
と
墨
書
し
た
土
師
器
、
木
製
人
形
が
、
九
世
紀
代
の
中
層
か
ら

「什
」
「
田
」
「下
」
の
墨
書
土
師
器
、
墨
書
須
恵
器

（判
読
不
能
）、
人
面
墨
書

土
器
、
絵
馬
が
、
人
世
紀
前
半
以
降
の
下
層
か
ら
は

「常
陸
」
「原
」
な
ど
の

墨
書
須
恵
器
、
人
面
墨
書
土
器
な
ど
が
あ
る
。

②
は
、
中
世
の
自
然
流
路
の
う
ち
、　
一
一
世
紀
以
降

一
四
世
紀
ま
で
の
間
に

堆
積
し
た
砂
層
中
か
ら
出
土
し
た
。
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中
世
の
自
然
流
路

②
　
。
「
　
　
□
□

□
□
な
と

口

□

」

。
「日

回
□
」

①
は
緩
く
湾
由
し
た
縁
辺
に
沿

つ
て
、
三
孔

一
対
の
穿
孔
が
あ
る
の
で
、
折

敷
の
底
板
を
転
用
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
遺
存
部
位
か
ら
み
て
、
冒
頭
と
末

尾
の
そ
れ
ぞ
れ
三
行
分
が
残

っ
た
も
の
で
あ
る
。
墨
書
は
、
比
較
的
鮮
明
だ
が
、

判
読
で
き
な
い
文
字
が
多
い
。
天
長
五
年

（人
二
八
）
の
紀
年
を
も
つ
稲
の
損

失
の
補
填
に
関
わ
る
大
振
り
の
文
書
木
簡
で
あ
る
が
、
断
簡
の
た
め
ま
と
ま
っ

た
意
味
を
読
み
と
る
に
は
至

っ
て
い
な
い
。

②
は
檜
の
柾
目
材
で
あ
る
。
上

。
下
端
は
遺
存
す
る
が
左
右
は
欠
失
し
、
本

来
の
形
状
は
わ
か
ら
な
い
。
墨
痕
は
鮮
明
だ
が
、
ほ
と
ん
ど
釈
読
で
き
な
い
。

な
お
、
釈
読
に
あ
た
つ
て
は
、
九
州
大
学
の
坂
上
康
俊
氏
、
山
口
大
学
の
橋

本
義
則
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。
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